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小笠原海運株式会社　御中

小笠原村父島字西町

香川アパート１０１

　大久保　健一

おがさわら丸におけるバリアフリー化についての要望書
拝啓　晩秋の候、ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。

さて、障害を持つ小笠原村民として内地との唯一の航路であるおがさわら丸をいつも利用させて頂いております。その際は乗組員の皆様にご丁寧にお手伝い頂き、大変に感謝しています。
そのような中で、年間度々おがさわら丸を使うことから、バリアフリー化への改善を願っているものです。以下項目ごとに要望事項を書きますので、できることから取り組んでいただければ幸いです。そのことによって、障害者に限らず高齢者やベビーカー、けが人など誰もが乗りやすいフェリーになると思います。そして、おがさわら丸のバリアフリーが進むことによって、小笠原へ障害者や高齢者、ベビーカー使用者など移動制約者も積極的に訪れ、観光やショッピングなど社会参加の機会が増大される事も期待されます。
　だからこそ、経営など大変のこととは思いますが、以下のようなユニバーサルデザインの視点が最も大切だと思います。そこで私達、地元の障害者として、移動制約者本位の計画づくりを願って、その視点で要望致します。

要望事項

1、 竹芝港と二見港の両方の乗降時に陸地からのタラップに段差がありますが、それを早急に解消してださい。そのことは国のガイドラインでも謳われています。応急的な方法として、スロープ板（デクバッグなど）を導入して、スロープが必要な人の乗降時だけそれを掛ける方法を取ってください。（船出入り口も同様にスロープ板で対応できます。）将来的には、ガイドラインのモデルに則って、スロープタラップか乗降リフトをご検討ください。そのことが乗組員などの負担軽減にもなります。
2、 障害者や高齢者は、現在Ｃデッキの救護向け客室に乗船していますが、客室入り口の一段の段差を解消していただき、非常時向け呼び出しボタンを設置してください。先日船内でも事件がありましたが、そのような非常時、移動制約者はすぐに避難等がしにくいので、乗組員をすぐに呼び出せる仕組みを確保してください。長時間の洋上航海では必須です。できれば、車椅子トイレやシャワールームにも呼び出しボタンを設置してほしいです。
3、 いずれにしても、小さな工夫で改善できることは多いと思いますので、僕のような実際に利用している移動制約者の意見を参画させながら、運行計画や整備計画を作っていってください。意見を言える場を今後積極的に作っていただければ幸いです。

以上、障害当事者として改善して欲しい事項をまとめました。誠意を持ってご検討の上、ユニバーサルデザインをコンセプトに計画に反映させて、誰もが使いやすいフェリー運行を期待してやみません。

敬具

※注釈　2008年１２月に小笠原海運本社にて、同社・業務部長と営業課長とこの要望について直接、話し合いました。

